
 

 

薬物問題を持つ方のご家族の方々が、薬物依存症について理解し、対応方法を考える 

１
ワン

日
デイ

セミナーです。専門家や回復当事者の方々のお話を聞きながら、同じ立場の家族同士、

苦労や知恵を分かち合いましょう。きっと明日への勇気が得られると思います。 
 

令和４年（2022年）２月１９日（土） １３：００～１７：００  
 
 

かでる２・７（道民活動センター）５階 ５２０研修室 

（札幌市中央区北２条西7丁目 Tel 011-2０４-５１００） 

※地下鉄さっぽろ駅(10番出口)徒歩９分／地下鉄大通駅（２番出口）徒歩11分 

ＪＲ札幌駅南口徒歩13分／公共地下歩道（１番出口）徒歩４分 

※駐車場は最初の１時間まで300円、以降30分毎150円。５時間以上定額1500円 

 

薬物問題を抱えるご家族等 ２０名（予約制） 

申込み受付締め切り後に参加者を決定し、申込者あてに連絡します。 

ご家族を優先しますので、関係機関の方はお電話にてご相談ください。 

定員の都合上、参加をお断りする場合もあります。 

ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 
 
 

北海道立精神保健福祉センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ プログラムには、1日を通してご参加ください｡ 

※ 感染症対策のため、グループや座席の移動はせず、講義形式で実施します。 

※ 新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、中止する場合がありますのでご了承く

ださい。 

 

参加費は無料です。 

13:00 オリエンテーション・開会挨拶 

13:05～13:50 講義１「薬物依存の理解～どうして繰り返し使ってしまうのか」 

講 師 道立精神保健福祉センター 主任技師 正木 慎也 

 休 憩（10分） 

14:00～14:50 講義２「薬物依存という体験～本当はやめたかった？」 

講 師 北海道ダルク スタッフ 

 休  憩（10分） 

15:00～15:30 体験談「薬物依存という体験～家族として」 

報告者 ナラノン メンバー 

 休 憩（20分） 

15:50～16:50 分かち合い ※グループは実施しません 

コンダクター 北星学園大学社会福祉学部 教授 田辺 等 

16:50～17:00 閉会・アンケート記入 
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スタッフ、関係者は、いずれも守秘義務を負っています。セミナーで話された内容、

セミナーに参加されたこと自体についても、秘密は守られます。 

 

・自宅で検温してから来場してください。 

・会場内ではマスクの着用をお願いします。 

・体調不良または発熱（３７．５℃以上）等の症状がある場合は、参加を見合わせてく

ださい。 

・重症化リスクの高い方（高齢者、基礎疾患を有する方等）は、より慎重に参加を検討

してください。 

・会場は水分補給以外の飲食は禁止のため、食事や茶菓等の提供はできません。水分補

給の飲み物は、各自ご持参ください。 

・プログラムの変更や終了時間が変更になる場合がありますのでご了承ください。  

 
 
 
 
 
 
 
 

【かでる２・７ 地図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【今年度のワンデイ･セミナーの日程】 
 

 第 1 回 令和 3 年 8 月３１日（火）中止 

     第 2 回 令和 3 年 11 月１９日（金） 

第 3 回 令和 4 年 2 月１９日（土）今回 

注意事項 

申し込み 

２月８日(火)までに、お電話でお申し込みください 

北海道立精神保健福祉センター 地域支援相談課 相談研究係 

TEL 011-864-7000 
 

守 秘 


